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講演内容のロードマップ上の位置づけ
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Yamakawa, H., et. al. (2024). Technology roadmap toward 

the completion of whole-brain architecture with bra-driven 

development. In Social Science Research Network. 

③田和辻可昌（東京大学）：

Canonical Isocortical Loops 

上記をBRAES公開(9月末)

汎用知能の基盤となる大脳新皮質を

中心としたループ回路の設計



機能/モダリティごとに並行する皮質ループ回路

[Krack, 2010]

● 脳内には新皮質を中心とした様々なループ回
路がある
○ 各ループ回路はモダリティや機能ごとに神経核の

異なる部分に投射しているが、全体のループ構造
は保たれている

● 大脳新皮質の計算機能の均一性
○ 大脳新皮質の異なる機能を持つ領域も、その基

本的な計算メカニズムは共通

個別のループ回路（新皮質-大脳基底核など）を別
々にモデル化するのではなく、共通の「標準回路
」を考える

[Goll, 2015]



Canonical Isocortical Loops (CILs)

[]

新皮質

基底核 前障

視床 小脳

脳内に存在する様々な「新皮質ー基
底核ー視床回路」や様々な「新皮質
ー小脳回路」を包括した概念。

CILsの貢献

● 詳細な神経科学的知見が不明な
皮質領域にも対応可能

● 個別の複雑な回路を考慮する必
要がなくなり、皮質ループ回路
全体を簡素化して設計可能

(田和辻・荒川・山川 2023; 神経回路学会)



5

SHCOMとCILsの組み合わせによる、脳全体にわたる回路を構築

SHCOM



BRAデータ：脳型ソフトウェアの”設計仕様書” 
(2025/9/4 現在 version.2.2)

脳の解剖学的構造に関する記述
（BIF）と機能に関する記述（
HCD/FRG）からなるデータ

template file



CILsのBIFデータ
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● 2025年9月4日現在の登録データ
○ 115のUniform Circuits/Circuits
○ 110のConnections

シンポジウムページ
からも閲覧可



BRAES: Brain Reference Architecture Editorial System 

● BRAデータ作成マニュアル
や設計ガイドの共有

● BRAデータの投稿受付
● BRAデータの審査

○ BIFの妥当性
○ BIFとHCDとの一貫性
○ HCDの機能妥当性

● 採録BRAデータの共有
○ Creative Commons License

access: 
https://sites.google.com/wba-initiative.org/braes/home

CILs BIF 正式公開：2025年9月末

(Tawatsuji et al., 2023; 
INCF)

https://sites.google.com/wba-initiative.org/braes/home
https://sites.google.com/wba-initiative.org/braes/home
https://sites.google.com/wba-initiative.org/braes/home


今後の関連イベント
いずれも国際会議ICONIP2025で実施されます

チュートリアル「A Methodology for Designing Brain-Like AI Software」
● 日時：2025年11月20日（木）
● 会場：沖縄科学技術大学院大学

第３回国際全脳アーキテクチャ・ワークショップ
● 日時：2025年11月24日（月）
● 会場：沖縄科学技術大学院大学

主催: NPO法人全脳アーキテクチャ・イニシアティブ
後援: 学術変革領域研究（A)「行動変容を創発する脳ダイナミクスの解読
と操作が拓く多元生物学」
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まとめと今後の展開

まとめ

• 大脳新皮質を中心とした標準ループ回路CILsの開発
– 詳細な神経科学的知見が不明な皮質領域にも対応可能

– 個別の複雑な回路を考慮する必要がなくなり、皮質ループ回路全体
を簡素化して設計可能

• 今後の展開

– CILs の BIFデータ を BRAES より公開（2025年9月末正式公開）

– Motif を踏まえた CILs に関するHCD/FRGの構築

– 国際Workshopなどを通じて、BRAデータの蓄積・BRAESでの公開
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